
□ すでに耐震改修を行った
□ 耐震診断で耐震性があることが分かった
□ 耐震診断で耐震性がなかったが、未改修である
□ 耐震診断を受けていない

[　　] 地震　　　   [　　] 津波　　　 [　　] 台風　

[　　] 土砂くずれ　[　　] その他（　        　　　　   　　　　　　 　    　   ）

あなたのお住まいが、過去の浸水区域や危険区域等に含まれているかどうかは、各戸にお届けした「災害・避難カード」で
確認することができます。

わが家の防災カルテ
住んでいる場所の特徴を知りましょう

●あなたのお住まいで想定される災害は何ですか？
想定される被害の大きさに応じて、記号（　被害大：◎　中：○　小：△　）を記入しましょう。

●あなたが住んでいる建物は安全ですか？

これまでの地震では、昭和56年以前に建てられた比較的古い木造住宅が数多く倒壊しています。
建ててから年数が経過した家屋の場合は、耐震診断を受け、必要があれば早めに改修しましょう。

●あなたのお住まいでは、どのような危険が想定されますか？
自分が住んでいる地域では、どのような災害があり、どんな被害が想定されるのかなど、災害ごとの特徴と
対策を考えてみましょう。

日ごろから災害に備えましょう
●被害を未然に防ぐために、普段から対策を行っていますか？

わが家で
想定される災害

過去に起きた
災害

建物の構造
・建築年

耐震
対策

□ 木造
　□ 昭和57年以降
　□ 昭和56年以前

□ 非木造

普段から家族で話し合う習慣をつけましょう。
年に１回は家族で話し合う機会を設けましょう。

災害伝言ダイヤル「１７１」の使い方も確認しましょう。
家族の集合場所だけでも決めておきましょう。

隣近所で避難の手助けができるようにしましょう。
日ごろからあいさつするように心がけましょう。

うわさや流言に惑わされないようにしましょう。
気象情報を日ごろからよく聞くようにしましょう。

消費期限を定期的にチェックしましょう。
普段から食品などを買い置きしておきましょう。

転倒物のない場所で過ごすようにしましょう。
寝る場所だけでも転倒防止対策を行いましょう。

□ いる
□ いない

□ いる
□ いない

□ いる
□ いない

□ いる
□ いない

□ いる
□ いない

□ いる
□ いない

防災について家族で
話し合う機会を設けて

家族が離ればなれになったときの
連絡方法を確認して

隣近所と日ごろから
コミュニケーションをとって

災害情報や避難情報の
入手先を把握して

家族が最低３日間は生活できるだけ
の非常持出品を準備して

家具や家電などの転倒防止を
徹底して

地震・津波 台風 その他(土砂くずれ等)

想
定
さ
れ
る
被
害

対
　
策

●避難時に支援が必要な家族（乳幼児、要介護者、障がい者など）はいますか？
□ いる
□ いない

避難場所・避難所を確認しましょう
●災害の種類ごとに避難場所・避難所を決めておきましょう

避難場所・避難所は、防災マップや南知多町ホームページで確認しましょう。親戚や知人の家などの安全な場所も、
避難先の候補地としてたいへん有効です。

家族の連絡先・役割分担を確認しましょう
●家族の連絡先などを確認しましょう

地震・津波 台風 その他(土砂くずれなど)

どこにいますか？ 誰が支援しますか？

氏　名 生年月日 血液型 会社・学校名 電　話 徒歩帰宅は可能か？

□ 可能   □ 不可能

□ 可能   □ 不可能

□ 可能   □ 不可能

□ 可能   □ 不可能

□ 可能   □ 不可能

□ 可能   □ 不可能

/　/

/　/

/　/

/　/

/　/

/　/

●あなたのお住まいは、過去に災害に遭ったことがありますか？

支援が必要な
家族は

CHECK!

CHECK!

CHECK!

CHECK!

□地震 　□床上浸水 　□床下浸水　 □土砂くずれ 　□その他(  　　     　   )

詳細：


